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１．概要 

福祉・介護の分野におけるロボット技術の活

用が注目されている。高齢者にとっては、介護

施設や一般社会でのコミュニケーションの場を

広げ、活発な交流を行うことが生活の質（QOL）

を向上させるために非常に重要であるが、地域

のコミュニティーを支える町内会・自治会も、

高齢化、共働き世帯の増加、外国人住民の増加

などにより円滑な運営が困難になってきている。

そこで、コミュニケーション型ロボット

「Pepper」を介してコミュニケーションを行う

ことで、対人関係のハードルを下げ、住民のコ

ミュニティーへの参加を促す仕組みを検討して

いく。 

 

２．介護・福祉ロボット 

 介護・福祉分野で利用され、あるいは今後の

活躍が期待されるロボットについて述べる。 

介護分野で活躍するロボットとしては、まず、

移乗などの介護支援として、介護する側の力仕

事のサポートを行うものがある。介護の現場で

は人の動きをサポートする力仕事が多く、足腰

を痛めるスタッフが多い。そこで、体に身につ

けるロボットが数多く考案されている。また、

自立支援として、移動や食事や排せつ、読書な

どのサポートを行うロボットがある。 

 次に、一人暮らしや、寝たきり、徘徊を見守

るセキュリティ分野で活躍するロボットがある。

部屋の中で住人の動きをセンサーで認識し、異

常があれば通知するものや、施設内を定点観測

または移動して観測し、顔認識などで人物を特

定して通知するものがある。 

そして、会話などのコミュニケーションの分

野で活躍するロボットある。コミュニケーショ

ンの道具としてはスマートフォンやタブレット

端末があるが、この部分をロボットに置き換え

るものである。なぜスマートフォンやタブレッ

トではいけないのかというと、スマートフォン

に話しかけるのと、人型あるいは動物型ロボッ

トに話しかけるのとでは、人が受ける印象が異

なるためである。市販されているロボットのう

ち、コミュニケーションロボットとして利用さ

れているものには「パロ」のほか、「パルロ」

「Pepper」などがある。本学のキャンパスライ

フセンターにも「Pepper」を導入しており、学

生たちのコミュニケーションのきっかけになっ

たり、学内外のイベントでは広報の役割を果た

している。 

本研究では、「Pepper」を地域社会のコミュ

ニケーションツールとして活用する。ロボット

を介して町内会や自治会などの地域内の情報共

有を行い、またロボットを介してコミュニケー

ションを行うことで、住民のコミュニティーへ

の参加を促す仕組みを考える。 

 

３．Pepperのプログラミング 

 Pepper 上で稼働するアプリを開発するには、

統合開発環境である Choregraphe を用いる。プ

ログラミング言語としては Python, C++等を用い

ることができる。また、Javascript を用いて

Pepperを操作する仕組みも用意されている。 

コミュニケーションの核となる会話について

は、例えばスクリプトで以下のように記述する。 

 

u:(こんにちは)はい、こんにちは！ 

 

これは、ユーザーが「こんにちは」と言った

ときに、Pepper が「はい、こんにちは！」と返

事するよう記述したものである。 

会話中にユーザーの反応により処理を分岐す

る場合は、「u」の後に深さを示す数字を付け、

以下のように記述する。 

 

u:(こんにちは)落とし物をしていませんか？ 

   u1:(はい)何を落としましたか 
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    u2:(サイフ)受付に届いているそうです 

u2:(けいたい)受付に届いているそうです 

u2:(e:Dialog/NotUnderstood)その落し物は

届いていないようです 

u1:(いいえ)そうですか。何か落としものを

したら、私に話しかけてください 

 

 これまでの実験により、はっきりとした発音

でないと正確に認識できないことが分かってい

るため、曖昧な返事でも対応できるよう工夫が

必要である。 

 なお、サーバーとのデータ通信には Ajax が利

用できるため、サーバー側に Node.js を使い、

複数の Pepper および情報端末の間で情報の共有

を行う。 

 

４．コミュニティー形成支援システムの構成 

図１のように、各家庭に 1 台、ロボットまた

はタブレット等の情報端末を設置し、それらを

介してイベントの連絡や住民からの返信を行う

システムを構築する。 

地域内でのコミュニケーションについては、

回覧板や掲示板の他、集会や対面でのやりとり

が行われている。また、独居老人の健康状態を

把握できるよう、家電と連動した確認システム

を取り入れている自治体もある。しかしながら、

単身世帯、共働き世帯、外国人住民などを中心

に、生活時間帯が異なるなどで近所づきあいが

希薄となり、また仕事により町内会・自治会の

活動に参加したくてもできないという問題もあ

る。 

 そこで、町内会・自治会への理解を促すため

の情報提供を行う。賃貸住まいや外国人住民の

場合は地域への帰属意識が低い傾向にあり、特

に都市部では会員にならない世帯が増えている。

町内会・自治会の意義と役割、市区町村などの

行政との関わりを誰に対しても分かりやすく説

明して理解を促し加入促進を図ることが望まれ

る。どのような説明が求められているのかを調

べ、共通に使える汎用的なコンテンツの内容や

適切な情報提供の手段について明らかにする。 

 また、地域の抱える問題への対応のノウハウ

の蓄積及び共有の仕組みを構築する。地域の抱

える問題（例えば、ごみ処理、ペット、防犯、

防災、騒音など）により住民間でトラブルが起

こった場合、あるいはそれを防ぐために町内

会・自治会での対応が求められる。どの地域で

も抱えている問題について、それらへの対応を

含めて情報を蓄積し、地域間で共有する仕組み

を検討する。 

 

５．おわりに 

これまで、「Pepper」のアプリを制作して実

験を行い、会話の認識や応答の様子を確認した。  

今後、コミュニケーション型のロボットを用

い、ロボットを介してコミュニケーションを行

うことで、どの程度、対人関係のハードルを下

げる効果があるのかも調査する。また、町内

会・自治会の円滑な運営に必要な情報や仕組み

について調査するとともに、電話、地域 SNS、電

子メールなどによる連絡手段の問題点を調べる。 
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図１ コミュニティー支援システムの概要 
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